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論文内容の要旨

[目的]

臓器線維化機構において，プロテオデルマタン硫酸 (p D S) とコラーゲン線維が相伴して存在する

ことが電顕的に観察されている O コラーゲン線維形成における PDS の機能をみる目的で分子構造を解

析したところ，仔牛皮膚中性塩可溶性画分から得られた PDS は55Kのコア蛋白に17.5K よりなる 1 本

のデjレマタン硫酸 (D S) 鎖， 1 本の Asn-型オリゴ糖， 3 本のOーグリコシド型少糖が共有結合した

形態であることを知った(副論文: Nakamura , T. et al., Biochem. J. , 213 : 289 , 1983 ; Shinkai , H. , 

et al., Biochem. J. , 213 : 297, 1983)。しかしながら中性塩不溶性画分にも DS が認められることか

ら，ここに存在する DS鎖は上記と同様の PDS に由来するのか，あるいは異ったコア蛋白を有するの

かを，グアニジン塩酸にて可溶化して得られたプロテオグリカンを用いて性状を検討した。

[方法と成績]

中性塩不溶性画分を 4 モルグアニジン塩酸にて，プロテアーゼ限害剤の存在下で可溶化し， DEAE

セファデ、ックスイオン交換，コンカナパリンA (ConA) セフアロースアフィニティクロマト，塩化セ

シウム密度勾配遠心法，セフアロース CL-4B によるゲルロカにてプロテオグリカンを精製した。プ

ロテオデルマタン硫酸の 1 種は55K と 53Kのコア蛋白を有し， ConAに結合する (PDS-H，高分子

プロテオデルマタン硫酸)。もう 1 種は20Kのコア蛋白を有し ConAに対し非結合性であることが判明

した (PGs- L ，低分子プロテオグリカン)0 55K と 53Kのコア蛋白はトリプシンペプチドマップでほ

ぼ同様のパターンがみられる事から同一分子種と考えられる。一方， PGs-L は PDS-Hと比較してペ

プチドパターン，アミノ酸組成が異なり， 55K コア蛋白に対するポリクローナル抗体を用いて免
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疫学的交差性を観察すると， 55K , 53K コア蛋白は交差性がみられるが， 20K コア蛋白とは交差しない。

又， PGs-L はグリコサミノグリカン成分としてはDS とコンドロイチン硫酸 (C S) から成るが， P 

DS-HはDS のみから成る。

[総括]

仔ウシ皮膚の中性塩可溶性画分から得られた PDS のコア蛋白は55Kのみ認められたが，中性塩不溶

性画分から PDS-Hのコア蛋白は55K ，及び53Kの両者が得られ，他に分子量20K を有する PGs ー L

がみられた。 53Kのコア蛋白はペプチドマップ，免疫学的交差性の結果， 55K と同一分子種と考えられ

る。これらの相異がオリゴ糖に由来するかを知る目的で，エンド β-N-アセチルグルコサミニダーゼ

HあるいはF で消化したところ， 55Kから53Kへの移動は電気泳動上みられない。この事から55K は53

Kの前駆体で，ペプチド剖扮の相異が電気泳動にて 2 つのバンドとしてみられることが示唆される。 PGs-L

は 2 つのグリコサミノグリカンから構成され，両者はコンドロイチナーゼABCに感受性を示すが，そ

のうちの 1 つはコンドロイチナーゼACに抵抗性を示す。このことから PGs-L はDS と CS とから構

成されることが判明した。両酵素消化において，いずれも20K のコア蛋白が得られた。以上の結果，

PGs-L は既知の PDS とは全く構造を異にする新しいプロテオグリカンの 1 つであり，コラーゲンと

プロテオグリカンの線維化機構における関連を考えると， PGs-L の役割については不明であるが，重

要な細胞外マトリックスの 1 成分であると考えられる。

論文の審査結果の要旨

プロテオグリカンは真皮結合組織の重要な構成成分があるが，未だ不明の部分が残されているO

本研究は新生児ウシ皮膚真皮の中性塩不溶性，グアニジン塩酸可溶性画分よりデルタマン硫酸プロテ

オグリカンを分離精製し，その性状を検討した。その結果，コア蛋白には55K ， 53K , 20K の三種が存

在し， 53K蛋白は55K蛋白が変化を受けたものであること， 20K蛋白は全く別のものであり，本蛋白に

はデルマタン硫酸と共にコンドロイチン硫酸も結合するユニークな分子であることが明らかにされた。

真皮結合組織の性状解明にとって，価値ある研究であると思われる。

-276-




